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2024年12月20日 多文化共生地域会議

高砂市国際交流協会



高砂市について

• 人口：85,090人

• 外国籍人口：1,500人

•播磨臨海工業地帯の中核都市として
発展した工業都市

• 神戸から電車で40分ほど

• コンパクト、平坦な地形で自転車で
の移動がしやすい

•謡曲「高砂」の発祥の地

(2024年10月末現在）



高砂市の特徴

浜手に大企業が多い（三菱、カネカ、神戸製鋼など）

↑そこで働く、正社員とその家族

↑派遣会社経由で働く人とその家族

関連の中小企業で働く人とその家族

関連企業で働く技能実習生

<その他…>

介護で働く人、飲食料加工工場で働く人（技能実習生、特定技能）

日本人の配偶者等



国籍別人口

韓国・朝鮮
31%

ベトナム
26%

フィリピン
9%

中国
7%

インドネシア
4%

ネパール
4%

インド
4%

ミャンマー
3%

カンボジア
3%

スリランカ
2%

その他
7%

34 1,500ヵ国 人

その他：ブラジル、ペルー、パキスタン、米国、タイ、英国、
台湾、モンゴル、ボリビア、オーストラリア、カナダ、ラオ
ス、イラン、イタリア、フランス、
ジャマイカ、メキシコ、トルコ、ウクライナ、
コロンビア、レバノン、ナイジェリア、無国籍

(人口順)

(出典：高砂市「外国人国籍別人口統計表」2024年10月)



在留資格別

特別永住者
29%

永住者
15%

技能・人文知

識・国際業務
11%

技能実習2号ロ
10%

家族滞在
7%

留学
7%

特定技能1号
7%

技能実習1号ロ
5%

日本人の配偶者等
2%

企業内転勤
1%

定住者
1%

その他
5%

その他：技能実習3号ロ、特定活動、介護、
技能実習1号イ、高度専門職1号ロ、教育、
永住者の配偶者等、経営・管理、技能実習2号イ、技能、
宗教、人文知識・国際業務、技能実習3号イ、高度専門
職2号

（多い順）

（出典：高砂市「外国人在留資格別人口統計表」2024年10月末)

25 1,500種類 人



高砂市国際交流協会について



主な仕事

在住外国人の
生活相談

交流イベント

日本語教室など 海外姉妹都市



高砂市国際交流協会の日本語教室について

初級レベル対象クラス

• 火曜日 昼クラス 13：30～15：00 マンツーマン

• 水曜日 夜クラス 19：00～20：30 グループレッスン

<教材>『みんなの日本語』１と２や各種レベルにあった教材

中級レベル対象クラス

• 月曜日 夜クラス 19：00～20：30 グループレッスン

にほんごサロン （ボランティアサポーターの活躍の場）

• 日曜日 10：30〜12：00

テーマに合わせて、やさしい日本語を使っておしゃべりする機会



地域日本語教育の総合的な
体制づくり推進事業

東播磨モデル事業ついて

令和３年・令和４年



モデル事業とは
• 東播磨地域は、外国人人口が近年増加傾向にあり、市国際交流協会や民

間団体によって日本語学習支援が行われているが、行政が責務として担

う教室も整備し、既存教室に参加できていない潜在的な学習希望者も含

めて必要な日本語教育が提供できるように体制整備に取り組む。

• 地域コーディネーターの設置

• 地域調整会議の開催

• 総合調整会議への参加

• 地域に応じた日本語教師による日本語講座の開催

• 住民参加型イベント・研修会

• 地域のネットワーク形成



令和３年度

• 在住外国人の日本語教育についてのニーズ調査

• すぐに役立つ日本語講座 ３クラス

• 住民参加型イベント



令和４年度

•ボランティア講師対象研修

•日本語教師による日本語講座

• にほんごサロン開講

• やさしい日本語 講演会

•住民参加型イベント



「もっと地域の人、日本人と話せるようになりたい」

N3・N2をもってても、なかなか発話がうまくできな
い人が多い

日本語指導の経験をもつボランティアと話しながら、
自分に必要な日本語の力を身につけよう！

既存教室は「みんなの日本語Ⅰ・Ⅱ」を修了したら、
卒業する流れになっていた
修了後も勉強できる、日本語を使う場、だれでも来れ
る場にしたい









令和３年・令和４年
住民参加型イベント



令和３年から



AFTERBEFORE







令和４年につづく…



















エントランス改修大作戦からみえたこと

•対等な立場で同じ作業を行う

•人と人の間に壁がなかった

•目に見えて成果がわかる

•達成感

•共同作業

•共通語は「やさしい日本語」

•出てきた課題を一緒に解決する

GWは帰国しなかった（コロナ）
市役所の引っ越しからできたできごと



その他：国際交流協会のイベント（地域連携）

たかさご万灯祭への参加ワールドキッチン



ラトローブデイ～国際交流BBQ～



にほんごサロン

• R３の日本語教師による日本語講座からアイディア

•日本語教師がファシリテーターをつとめ、サポーターと学習者が会話
する場

<地域住民が日本語ボランティアサポーターとして参加>

• R４「にほんごサロン」開講 月2回 土曜日開講→参加者少数

• R5 「教える」ではなく「会話を楽しむ」ための養成講座を開講

→4月から9月は月2回日曜日に開催

→10月より毎週日曜日に開講→参加者はだんだん少なくなっている



地域における多文化共生の現状

•外国人については相談、案件は国際交流協会が担当している。

•学校、こども園、自治会にしわ寄せ

• 近年、外国人住民が秋祭りに参加できるようになってきた
• 「にほんごサロン」のボランティアサポーターは熱心
→さらに活躍の場をひろげたい

いい点



地域における多文化共生の課題

行政／地域住民の外国人との共生についての意識が低い



これからの取組

•高砂市は「高砂市多文化共生推進基本方針」を策定していく

•そのための外国人世帯にアンケート調査を行う

•国際交流協会はこれからさらに行政と連携していく

•地域の企業とも連携が必要

外国人住民の満足度を高めて、定住につなげる。
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